
(57)【要約】

【課題】　信頼性が高い有機エレクトロルミネセンス表

示パネルおよびその製造方法を提供する。

【解決手段】

　本発明による有機エレクトロルミネセンス表示パネル

の製造方法は、発光層を含む有機機能層と該有機機能層

を挟持する第１及び第２表示電極とからなる有機エレク

トロルミネセンス素子を基板上に形成する工程と、該有

機エレクトロルミネセンス素子を封止する封止膜を形成

する工程と、該封止膜を形成する工程後に該有機エレク

トロルミネセンス素子を熱分解性の成膜材料ガスの雰囲

気の下に配置すると共に該第１及び第２表示電極の間に

電圧を印加する工程と、を含む。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 発 光 層 を 含 む 有 機 機 能 層 と 前 記 有 機 機 能 層 を 挟 持 す る 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 と か ら な る
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 と 、 前 記 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 担 持 し て い
る 基 板 と 、 前 記 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 封 止 す る 封 止 膜 と 、 を 含 む 有 機 エ レ ク
ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 基 板 上 に 前 記 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 に 前 記 封 止 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 封 止 膜 を 形 成 す る 工 程 後 に 前 記 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 熱 分 解 性 の 成 膜
材 料 ガ ス の 雰 囲 気 の 下 に 配 置 す る と 共 に 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 す る
工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 圧 を 印 加 す る 工 程 は 前 記 有 機 機 能 層 を 構 成 す る 材 料 の ガ ラ ス 移 転 温 度 の う ち 最 も
低 い ガ ラ ス 転 移 温 度 未 満 の 温 度 に 前 記 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 加 熱 す る 工 程 を
含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 成 膜 材 料 ガ ス は 熱 分 解 に よ っ て 酸 化 膜 、 窒 化 膜 又 は 窒 化 酸 化 膜 を 形 成 す る こ と が で
き る 材 料 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ
ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 電 圧 を 印 加 す る 工 程 は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 の 間 に 逆 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る
工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ 表 示 電 極 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 は パ ル ス 電 圧 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 電 圧 を 印 加 す る 工 程 は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 の 間 に 順 方 向 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加
し た 後 に 逆 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 エ レ
ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 発 光 層 を 含 む 有 機 機 能 層 と 前 記 有 機 機 能 層 を 挟 持 す る 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 と か ら な る
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 と 、 前 記 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 担 持 し て い
る 基 板 と 、 前 記 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 を 封 止 す る 封 止 膜 と 、 を 含 む 有 機 エ レ ク
ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル で あ っ て 、
　 前 記 封 止 膜 は 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た
欠 陥 部 を 有 し 、
　 前 記 欠 陥 部 に は 熱 分 解 に よ り 形 成 さ れ た 薄 膜 片 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 有 機
エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 薄 膜 片 は 酸 化 物 、 窒 化 物 又 は 窒 化 酸 化 物 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の
有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル お よ び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 特 性 を 有 す る 有 機 発 光 材 料 を 発 光 源 と す る 有 機 エ レ ク ト
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ロ ル ミ ネ セ ン ス 表 示 パ ネ ル （ 以 下 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル と 称 す る ） が 知 ら れ て い る 。 該 有 機
Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル は 、 発 光 機 能 を 備 え た 有 機 機 能 層 が 陽 極 お よ び 陰 極 に よ っ て 挟 持 さ れ て 形
成 さ れ て い る 有 機 エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 素 子 （ 以 下 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 称 す る ） と 、 該 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 を 支 持 す る 基 板 と 、 を 含 み 、 該 基 板 上 に 複 数 の 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 例 え ば マ ト リ ッ
ク ス 状 に 並 べ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 陽 極 は 、 イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 物 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） な ど の 仕 事 関 数 が 大 き い 材 料 か ら な っ て い る 。
陰 極 は 、 仕 事 関 数 が 小 さ い 材 料 、 す な わ ち ア ル カ リ 金 属 お よ び ア ル カ リ 土 類 金 属 を ベ ー ス
と し た 合 金 な ど を 用 い て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 有 機 機 能 層 は 、 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 、 電 子 輸 送 層 、 電 子 注 入 層 な ど の 機 能
層 を 含 む 。 該 有 機 機 能 層 は 、 例 え ば 有 機 化 合 物 材 料 か ら な り 発 光 機 能 を 有 す る 発 光 層 の み
の 単 一 層 、 あ る い は 有 機 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 お よ び 有 機 電 子 輸 送 層 の ３ 層 構 造 、 又 は 有 機
正 孔 輸 送 層 及 び 発 光 層 の ２ 層 構 造 、 さ ら に こ れ ら の 適 切 な 層 間 に 電 子 或 い は 正 孔 の 注 入 層
や キ ャ リ ア ブ ロ ッ ク 層 を 挿 入 し た 積 層 体 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 か か る 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に お い て 、 陽 極 お よ び 陰 極 間 に 電 圧 を 印 加 す る と 、 正 孔 お よ
び 電 子 が 有 機 機 能 層 へ と 注 入 さ れ て 、 こ れ ら が 発 光 層 に て 再 結 合 し て 発 光 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 如 き 構 造 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 有 機 機 能 層 に ピ ン ホ ー ル 等 の 欠 陥 部 が あ る 場 合
若 し く は 有 機 機 能 層 の 膜 厚 が 規 定 膜 厚 よ り も 薄 く な っ て い る 部 分 が あ る 場 合 、 陽 極 ‐ 陰 極
間 に 電 圧 を 印 加 す る と 、 当 該 部 分 に お い て 短 絡 が 発 生 し て し ま う 。 特 に 、 基 板 表 面 の 平 坦
性 が 悪 い 場 合 又 は 基 板 上 若 し く は 有 機 機 能 層 等 の 薄 膜 上 に ゴ ミ が 付 着 し て い る 場 合 に お い
て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 す る と 、 有 機 機 能 層 に 欠 陥 部 若 し く は 薄 膜 の 薄 い 部 分 が 形 成 さ れ 易
く な る 。 そ し て 、 当 該 短 絡 部 分 に は リ ー ク 電 流 が 流 れ て し ま い 、 発 光 不 良 を 来 た す と い う
問 題 が あ る 。 す な わ ち 、 当 該 短 絡 箇 所 は 他 と 比 べ て 電 気 的 抵 抗 が 小 で あ る こ と か ら 、 駆 動
電 流 が 当 該 箇 所 に 集 中 し て 流 れ て 、 他 の 正 常 な 発 光 層 に 流 れ る 駆 動 電 流 が 減 少 し て 発 光 輝
度 が 低 下 し て し ま う の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル に 逆 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 し 、 当 該 短 絡 箇 所 に 集 中 し て 電 流
を 流 す こ と に よ っ て 、 有 機 機 能 層 を 熱 分 解 せ し め て 気 化 し 、 発 生 ガ ス の 膨 張 圧 に よ り 短 絡
箇 所 の 電 極 同 士 を 引 き 離 す 若 し く は 電 極 を 破 壊 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。 か か る 技 術 に よ れ ば 、 リ ー ク 電 流 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 と こ ろ が 、 電 極
が 変 形 す る こ と に よ っ て 、 当 該 変 形 部 分 か ら 水 分 が 侵 入 し 、 発 光 し な い 部 分 、 い わ ゆ る ダ
ー ク ス ポ ッ ト が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か か る 問 題 を 解 決 す る た め の あ る 手 段 と し て 、 ガ ラ ス 等 か ら な り か つ 乾 燥 剤 を 備 え た 気
密 容 器 に よ っ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 封 止 し て 大 気 か ら 遮 断 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、
乾 燥 剤 の 代 わ り に 加 水 分 解 可 能 な シ ロ キ サ ン 化 合 物 を 気 密 容 器 内 に 封 入 す る 技 術 に つ い て
も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 か か る 技 術 に お い て 、 シ ロ キ サ ン 化 合 物 は 気 密 容
器 内 に 侵 入 し た 水 分 を 吸 水 し て 加 水 分 解 す る 。 加 水 分 解 に よ る 反 応 生 成 物 が 透 水 部 分 を 塞
ぐ こ と に よ っ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 へ の 水 分 の 侵 入 を 遮 断 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 他 の 手 段 と し て 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） か ら な る 陰 極 に 存 在 す る ピ ン ホ ー ル な ど の
欠 陥 部 に レ ー ザ 光 を 照 射 し て ア ル ミ ニ ウ ム を 溶 融 し て 当 該 ピ ン ホ ー ル を 塞 ぐ 技 術 に つ い て
も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 如 く 気 密 容 器 を 用 い て 水 分 か ら 遮 断 す る 場 合 、 気 密 容 器 の 重 量 に よ っ て 、 有 機 Ｅ
Ｌ 表 示 パ ネ ル の 軽 量 化 を 図 る こ と が 困 難 で あ っ た 。 そ こ で 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 酸 化 シ リ コ ン
等 の 無 機 材 料 か ら な る 封 止 膜 に よ っ て 封 止 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ０ ５ ７ ２ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ ‐ １ ４ ２ ８ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ ‐ ２ ５ ７ ６ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ が 、 封 止 膜 に よ っ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 封 止 し た 後 に 、 上 記 の 如 く 電 極 間 に 逆 バ イ ア
ス 電 圧 を 印 加 す る と 、 有 機 機 能 層 が 熱 分 解 し て 発 生 し た 気 体 の 膨 張 圧 に よ っ て 若 し く は リ
ー ク に よ っ て 発 生 し た 熱 に よ っ て 封 止 膜 が 破 壊 さ れ る お そ れ が あ る 。 そ の 結 果 、 こ の 破 損
部 分 か ら 水 分 が 侵 入 し て し ま い 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル に 劣 化 が 生 じ て し ま う と い う 問 題 が
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 封 止 膜 に よ っ て 封 止 す る と 、 封 止 膜 の 応 力 に よ り 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が
変 形 し て し ま う 。 か か る 変 形 に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 破 壊 さ れ 易 く な り 、 電 極 間 の 短 絡
が 発 生 す る お そ れ が あ る 。 従 っ て 、 封 止 膜 を 形 成 し た 後 に リ ー ク 電 流 の 発 生 を 防 ぐ 必 要 が
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 問 題 が １ 例 と し て 挙 げ ら れ る 諸 問 題 を 解 決 す る 手 段 を 提 供 す る こ と
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 は 、 発 光 層 を 含 む 有 機 機 能 層 と 該 有 機
機 能 層 を 挟 持 す る 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 と か ら な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 担
持 し て い る 基 板 と 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 封 止 す る 封 止 膜 と 、 を 含 む 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 製
造 方 法 で あ っ て 、 該 基 板 上 に 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 す る 工 程 と 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 該 封 止
膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 該 封 止 膜 を 形 成 す る 工 程 後 に 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 熱 分 解 性 の 成 膜 材 料
ガ ス の 雰 囲 気 の 下 に 配 置 す る と 共 に 該 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 す る 工 程 と
、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル は 、 発 光 層 を 含 む 有 機 機 能 層 と 該 有 機 機 能 層 を 挟
持 す る 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 と か ら な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 担 持 し て い る
基 板 と 、 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 封 止 す る 封 止 膜 と 、 を 含 む 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル で あ っ て 、 該 封
止 膜 は 該 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ た 欠 陥 部 を 有
し 、 該 欠 陥 部 に は 熱 分 解 に よ り 形 成 さ れ た 薄 膜 片 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル お よ び そ の 製 造 方 法 を 、 添 付 図 面 を 参 照 し つ つ
詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 す 如 く 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル １ は ガ ラ ス 若 し く は 樹 脂 材 料 か ら な る 基 板 ２ と 、
第 １ 表 示 電 極 ３ と 、 を 含 む 。 第 １ 表 示 電 極 ３ は 、 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 導 電 性 材 料 か ら な る 。
第 １ 表 示 電 極 ３ は 、 外 部 回 路 （ 図 示 せ ず ） の 配 線 （ 図 示 せ ず ） と 接 続 す る こ と が で き る 第
１ 表 示 電 極 引 き 出 し 部 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 表 示 電 極 ３ 上 に は 、 有 機 化 合 物 材 料 か ら な り か つ 少 な く と も 発 光 層 （ 図 示 せ ず ） を
含 ん で い る 有 機 機 能 層 ４ が 形 成 さ れ て い る 。 有 機 機 能 層 ４ は 、 例 え ば 銅 フ タ ロ シ ア ニ ン か
ら な る 正 孔 注 入 層 、 Ｔ Ｐ Ｄ （ ト リ フ ェ ニ ル ア ミ ン 誘 導 体 ） か ら な る 正 孔 輸 送 層 、 Ａ ｌ ｑ 3

（ ア ル ミ キ レ ー ト 錯 体 ） か ら な る 発 光 層 、 酸 化 リ チ ウ ム か ら な る 電 子 注 入 層 か ら な る 積 層
体 で あ る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 有 機 機 能 層 ４ 上 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） な ど の 金 属 材 料 か ら な る 第 ２ 表 示 電 極 ５ が
形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 表 示 電 極 ５ は 、 外 部 回 路 （ 図 示 せ ず ） の 配 線 （ 図 示 せ ず ） と 接 続 す
る こ と が で き る 第 ２ 表 示 電 極 引 き 出 し 部 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る こ と と し て も 良 い 。 上 記 の
如 く 、 第 １ 表 示 電 極 ３ 、 有 機 機 能 層 ４ お よ び 第 ２ 表 示 電 極 ５ が 順 に 形 成 さ れ て 、 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 酸 化 シ リ コ ン 、 窒 化 シ リ コ ン 、 窒 化 酸 化 シ リ コ ン な ど の 無 機 材 料 か ら
な る 封 止 膜 ６ に よ っ て 封 止 さ れ て い る 。 封 止 膜 ６ は 、 該 第 １ お よ び 第 ２ 表 示 電 極 引 き 出 し
部 を 除 い て 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 覆 う こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 封 止 膜 ６ は 、 単 一 の 材 料 膜 か ら な る 単 一 層 構 造 に 限 定 さ れ ず 、 た と え ば 複 数 の 材
料 膜 か ら な る 複 数 層 構 造 で あ る こ と と し て も 良 い 。 複 数 層 構 造 で あ る 場 合 、 封 止 膜 は 例 え
ば 無 機 材 料 膜 と 有 機 材 料 膜 と が 交 互 に 設 け ら れ て い る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 封 止 膜 ６ の う ち 、 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 ３ ， ５ の 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 発 生
し た 欠 陥 部 ７ に は 、 熱 分 解 に よ り 形 成 さ れ た 薄 膜 片 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 第 １ 及
び 第 ２ 表 示 電 極 の 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 発 生 し た 欠 陥 部 と は 、 第 １ お よ び 第 ２
表 示 電 極 の 間 の 短 絡 に よ る 有 機 機 能 層 の 加 熱 膨 張 及 び 熱 に 起 因 し て 発 生 し た 封 止 膜 の 破 損
部 分 の こ と を い う 。 封 止 膜 ６ の 欠 陥 部 ７ の 近 傍 に お け る 有 機 機 能 層 ４ は 短 絡 に よ っ て 熱 分
解 さ れ て 気 化 さ れ て い る こ と か ら 、 欠 陥 部 ７ 近 傍 に お け る 有 機 機 能 層 ４ は 欠 損 し て い る も
し く は そ の 膜 厚 が 薄 く な っ て い る 。 ま た 、 欠 陥 部 ７ 近 傍 に お け る 第 ２ 表 示 電 極 ５ は 、 有 機
機 能 層 ４ の 分 解 ガ ス が 通 過 す る 際 に 破 ら れ て い る 。 す な わ ち 、 欠 陥 部 ７ は 封 止 膜 ６ の 下 層
、 す な わ ち 第 ２ 表 示 電 極 ５ 、 有 機 機 能 層 ４ お よ び 第 １ 表 示 電 極 ３ を 露 出 せ し め て い る 。 薄
膜 片 ８ は 、 欠 陥 部 ７ の 内 側 に 設 け ら れ て い て 、 欠 陥 部 ７ に よ っ て 露 出 さ れ て い る 第 ２ 表 示
電 極 ５ 、 有 機 機 能 層 ４ お よ び 第 １ 表 示 電 極 ３ を 覆 っ て い る 。 か か る 薄 膜 片 ８ は 、 熱 分 解 し
て 形 成 さ れ た 窒 化 物 、 酸 化 物 又 は 窒 化 酸 化 物 か ら な り 、 短 絡 に よ る 発 熱 に よ っ て 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 如 き 構 成 に よ れ ば 、 封 止 膜 の 欠 陥 部 に よ っ て 露 出 し て い る 有 機 機 能 層 を 薄 膜 片 で
覆 う こ と に よ っ て 、 当 該 欠 陥 部 か ら 有 機 機 能 層 へ 水 分 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る こ と が で
き る 。 そ の 結 果 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル に ダ ー ク ス ポ ッ ト が 拡 大 す る こ と を 抑 制 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 短 絡 部 分 を 破 壊 す る こ と が で き る 故 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の リ ー ク 電 流 の
発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 封 止 膜 の 欠 陥 部 の み を 薄 膜 片 で 覆 っ て い る こ と か ら 、 薄 く て 軽 い 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ
ネ ル が 得 ら れ る 。 特 に 、 基 板 を 樹 脂 フ ィ ル ム と し た 場 合 に 、 表 示 パ ネ ル の 可 撓 性 を 損 ね る
こ と な く 屈 曲 自 在 な 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 の 如 き 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 示 す 如 く 、 基 板 上 に 、 ス パ ッ タ 法 な ど の 成 膜 方 法 を 用 い て 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ か ら な る
第 １ 表 示 電 極 を 形 成 す る 。 第 １ 表 示 電 極 を 形 成 す る 際 に 、 外 部 回 路 に 接 続 す る た め の 第 １
表 示 電 極 引 き 出 し 部 が 形 成 さ れ て も 良 い 。 第 １ 表 示 電 極 が 形 成 さ れ た 後 、 蒸 着 法 な ど の 成
膜 方 法 を 用 い て 第 １ 表 示 電 極 上 に 例 え ば 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 お よ び 電 子 注 入
層 を 順 に 成 膜 し て 、 有 機 機 能 層 を 形 成 す る 。 か か る 有 機 機 能 層 上 に 蒸 着 法 な ど の 成 膜 方 法
を 用 い て 例 え ば Ａ ｌ か ら な る 第 ２ 表 示 電 極 を 形 成 し て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 作 製 す る （ Ｓ １ ）
。 な お 、 第 ２ 表 示 電 極 を 形 成 す る 際 に 外 部 回 路 と 接 続 す る た め の 第 ２ 表 示 電 極 引 き 出 し 部
が 形 成 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 し た 後 、 第 １ お よ び 第 ２ 表 示 電 極 引 き 出 し 部 を 除 い て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
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を 封 止 す る 封 止 膜 を 形 成 す る （ Ｓ ２ ） 。 封 止 膜 は 、 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 、 触 媒 Ｃ Ｖ Ｄ 、 光 Ｃ Ｖ
Ｄ 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ 、 ス パ ッ タ 法 な ど な ど の 成 膜 方 法 を 用 い て 形 成 さ れ る 。 ま た 、
封 止 膜 は 、 窒 化 シ リ コ ン 、 窒 化 酸 化 シ リ コ ン 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 シ リ コ ン 等 の 無 機
材 料 か ら な る こ と と し て も 良 い 。 な お 、 封 止 膜 は 複 数 の 材 料 膜 か ら な る 複 数 層 構 造 を 有 す
る こ と と し て も 良 い 。 例 え ば 、 無 機 材 料 膜 と 有 機 材 料 膜 と が 交 互 に 設 け ら れ て い る 封 止 膜
は 、 無 機 お よ び 有 機 材 料 膜 の 形 成 を 交 互 に 複 数 回 行 う こ と に よ っ て 形 成 す る こ と と し て も
良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 封 止 膜 形 成 後 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 形 成 さ れ た 基 板 は 、 減 圧 チ ャ ン バ 内 に 配 置 さ れ る （ Ｓ ３
） 。 な お 、 当 該 チ ャ ン バ 内 へ の 基 板 の 配 置 は 大 気 に 晒 す こ と な く 実 施 す る こ と が 好 ま し い
。 ま た 、 大 気 に 晒 す 場 合 で あ っ て も 、 短 時 間 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 減 圧 チ ャ ン バ 内 へ 配 置 し た 後 、 当 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電
極 が 外 部 電 源 に 接 続 さ れ る 。 当 該 接 続 は 、 例 え ば 第 １ 及 び 第 ２ 表 示 電 極 の 電 極 引 き 出 し 部
を 用 い て 実 施 さ れ て も よ い 。 減 圧 チ ャ ン バ 内 が 減 圧 さ れ た 後 、 熱 分 解 に よ っ て 薄 膜 を 形 成
す る こ と が で き る 熱 分 解 性 の 成 膜 材 料 ガ ス が 該 減 圧 チ ャ ン バ 内 に 導 入 さ れ る （ Ｓ ４ ） 。 成
膜 材 料 ガ ス と し て 、 熱 分 解 に よ り 酸 化 膜 、 窒 化 膜 又 は 窒 化 酸 化 膜 を 形 成 す る こ と が で き る
ガ ス を 用 い る こ と が で き て 、 例 え ば 、 シ ラ ン （ Ｓ ｉ Ｈ 4 ） と 窒 素 （ Ｎ 2 ） と ア ン モ ニ ア （ Ｎ
Ｈ 3 ） と の 混 合 ガ ス 、 シ ラ ン と 窒 素 と の 混 合 ガ ス 、 シ ラ ン と ア ン モ ニ ア と の 混 合 ガ ス 、 シ
ラ ン と 一 酸 化 二 窒 素 （ Ｎ 2 Ｏ ） と の 混 合 ガ ス 、 ジ ク ロ ロ シ ラ ン （ Ｓ ｉ Ｈ 2 Ｃ ｌ 2 ） と ア ン モ
ニ ア と の 混 合 ガ ス 、 四 ヨ ウ 化 ケ イ 素 （ Ｓ ｉ Ｉ 4 ） と 窒 素 と の 混 合 ガ ス 、 塩 化 ア ル ミ ニ ウ ム
（ Ａ ｌ Ｃ ｌ 3 ） と 窒 素 と の 混 合 ガ ス 、 Ｈ Ｍ Ｄ Ｓ （ ヘ キ サ メ チ ル ジ シ ラ ン ） と 窒 素 と の 混 合
ガ ス 、 Ｔ Ｅ Ｏ Ｓ （ テ ト ラ エ ト キ シ シ ラ ン ） と 酸 素 と の 混 合 ガ ス 、 Ｈ Ｍ Ｄ Ｓ Ｏ （ ヘ キ サ メ チ
ル ジ シ ロ キ サ ン ） と 酸 素 と の 混 合 ガ ス 、 Ｔ Ｏ Ｍ Ｃ Ａ Ｔ Ｓ （ テ ト ラ メ チ ル シ ク ロ テ ト ラ シ ロ
キ サ ン ） と 酸 素 と の 混 合 ガ ス な ど が 使 用 で き る 。 ま た 、 成 膜 材 料 ガ ス が 導 入 さ れ た 後 の 減
圧 チ ャ ン バ 内 の 圧 力 は 、 ０ ． １ Ｔ ｏ ｒ ｒ 乃 至 １ ０ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 上 記 の 如 き 成 膜 材 料 ガ ス の 雰 囲 気 下 に 置 か れ て い る 状 態 で 、 第 １ 及 び 第
２ 表 示 電 極 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ る （ Ｓ ５ ） 。 有 機 機 能 層 の 欠 陥 等 に よ り 第 １ 及 び 第 ２ 表 示
電 極 間 の 短 絡 が 発 生 す る と 、 当 該 短 絡 部 分 が 加 熱 さ れ て 有 機 機 能 層 が 分 解 し て 気 化 す る 。
こ の 結 果 、 気 化 に よ る 膨 張 圧 又 は 熱 に よ っ て 封 止 膜 が 破 損 し て 、 欠 陥 部 が 形 成 さ れ る 。 ま
た 、 短 絡 に よ る 発 熱 に よ り 欠 陥 部 の 周 囲 の 成 膜 材 料 ガ ス が 熱 分 解 さ れ て 、 か か る 欠 陥 部 に
薄 膜 片 が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 か か る 薄 膜 片 は 、 短 絡 に よ る 熱 に よ っ て 短 絡 に よ る 欠 陥
部 に 形 成 さ れ る こ と か ら 、 欠 陥 部 の 位 置 を 検 出 す る こ と な く 、 欠 陥 部 の み に こ れ を 覆 う 薄
膜 片 を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 表 示 パ ネ ル の 厚 さ を 大 と す る こ と な く 、 電 極 間
の 短 絡 に よ る 欠 陥 部 か ら の 水 分 の 侵 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 短 絡 部 分 を 破 壊 す
る こ と に よ っ て 、 リ ー ク 電 流 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 の 如 き 手 順 に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル が 作 製 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 印 加 さ れ る 電 圧 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 時 と は 逆 方 向 の 電 圧 、 す な わ ち 逆 バ イ ア
ス 電 圧 で あ る こ と が 好 ま し い 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は ダ イ オ ー ド 特 性 を 有 し て い る 故 、 正 常 な 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 し て 発 光 時 と は 逆 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 し て も 電 流 は 流 れ な い 。 と こ ろ が 、
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 有 機 機 能 層 の 欠 陥 部 な ど 電 極 間 の 短 絡 が 発 生 し 易 い 箇 所 が あ る 場 合 、 逆 バ
イ ア ス 電 圧 の 印 加 に よ っ て 、 当 該 箇 所 に の み 集 中 し て 電 流 が 流 れ る た め 、 電 極 間 に 発 光 時
の リ ー ク 電 流 よ り も 過 大 な 電 流 が 流 れ る 。 そ の 結 果 、 短 絡 に よ る 発 熱 量 が 大 と な り 、 成 膜
材 料 ガ ス の 熱 分 解 反 応 が 完 全 に か つ 長 時 間 に わ た っ て 続 き 、 薄 膜 片 に よ る 欠 陥 部 の 修 復 を
完 全 に 実 施 す る こ と が で き る 。 な お 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 の 電 圧 を 大 と す る こ と に よ っ て 短 絡
に よ る 発 熱 量 を 大 と す る こ と が で き る も の の 、 正 常 な 素 子 が 破 壊 さ れ る こ と を 防 止 す る た
め に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 発 光 時 の 印 加 電 圧 の ５ ０ 乃 至 ５ ０ ０ ％ に 適 宜 設 定 す る こ と が 好 ま し
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い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 短 絡 に よ る リ ー ク 電 流 が 非 常 に 大 き い 場 合 、 当 該 短 絡 箇 所 の み な ら ず そ の 近 傍 に
わ た っ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 破 壊 さ れ て し ま う お そ れ が あ る 。 か か る 事 態 を 回 避 す る た め に 、
所 定 電 流 よ り も 大 な る 電 流 が 流 れ な い よ う に 電 流 制 限 装 置 を 外 部 電 源 な ど に 導 入 し て 、 電
流 制 限 を 行 う こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 電 極 間 に 印 加 さ れ る 電 圧 は パ ル ス 電 圧 で あ る こ と が 好 ま し い 。 短 絡 部 分 に 集 中 し
て 電 流 が 流 れ や す く な る か ら で あ る 。 ま た 、 短 絡 に よ る リ ー ク 電 流 は 、 短 時 間 の み 流 れ る
も の の 他 に 、 長 時 間 に 亘 っ て 発 生 す る も の が 存 在 す る 。 こ の 場 合 、 リ ー ク 電 流 に よ る 加 熱
が 進 行 し 、 熱 伝 導 に よ り 加 熱 部 分 が 拡 大 す る お そ れ が あ る 。 そ こ で 、 電 圧 を 印 加 す る 時 間
を 数 乃 至 数 十 秒 程 度 （ 例 え ば ０ ． １ 乃 至 ６ ０ 秒 ） に 設 定 す る こ と と し て も 良 い 。 な お 、 数
乃 至 数 十 秒 間 の 電 圧 印 加 を 繰 り 返 し 実 施 す る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 電 圧 を 印 加 す る 手 順 の 変 形 例 と し て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 順 方 向 バ イ ア ス 電 圧 を 所 定 期 間 に
亘 っ て 印 加 し た 後 に 逆 バ イ ア ス 電 圧 を 数 乃 至 数 十 秒 間 に 亘 っ て 印 加 す る こ と と し て も 良 い
。 順 方 向 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 逆 バ イ ア ス 電 圧 を 印 加 す る 前 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 予
め 加 熱 し て お く こ と が で き る 故 、 成 膜 材 料 ガ ス の 熱 分 解 反 応 に よ る 欠 陥 部 の 修 復 を 完 全 に
実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル が 複 数 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 有 す る 場 合 、 電 圧 の 印 加 は 、 全 て の
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 し て 実 施 さ れ る 。 実 施 に 際 し て は 、 全 て の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 一 斉 に 電 圧 を
印 加 す る 方 法 、 若 し く は 素 子 毎 に 電 圧 を 印 加 す る 方 法 が 採 用 さ れ て も 良 い 。 例 え ば 、 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 が マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 場 合 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 第 １ 表 示
電 極 の ラ イ ン お よ び 第 ２ 表 示 電 極 の ラ イ ン の い ず れ か 一 方 を 走 査 線 と す る と と も に 他 方 を
ド ラ イ ブ 線 と し 、 走 査 線 を 走 査 し な が ら 所 望 の ド ラ イ ブ 線 を 駆 動 源 に 接 続 す る こ と に よ っ
て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 毎 に 電 圧 を 印 加 す る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 電 圧 を 印 加 す る 際 に 、 リ ー ク 電 流 が 流 れ た 素 子 を 特 定 す る こ と が で き る 検 出 手 段
を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 欠 陥 部 の 位 置 を 特 定 す る こ と が で き る 故 、 欠 陥 部 の 封 止 状 態 に
つ い て 製 造 後 に 確 認 検 査 が 実 施 で き る 。 ま た 、 欠 陥 部 の 位 置 を 特 定 す る こ と に よ っ て 、 別
の 成 膜 方 法 に よ り 、 熱 分 解 に よ る 薄 膜 片 を 覆 っ て 欠 陥 部 の 封 止 を よ り 完 全 に す る た め の 薄
膜 を 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 光 分 解 に よ り 薄 膜 を 形 成 す る こ と が で き る 成 膜 材 料
ガ ス の 雰 囲 気 の 下 で レ ー ザ 光 若 し く は 絞 っ た Ｕ Ｖ 光 を 当 該 欠 陥 部 に 照 射 し て 、 熱 分 解 に よ
る 薄 膜 片 を 覆 う 光 分 解 に よ る 薄 膜 を 形 成 す る こ と と し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 減 圧 チ ャ ン バ 内 に は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 加 熱 す る 加 熱 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 電 圧 印
加 前 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 室 温 よ り も 高 く 予 め 加 熱 し て お く こ と と し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 有 機 機 能 層 が ダ メ ー ジ を 受 け な い 温 度 、 す な わ ち 有 機 機 能 層 を 構 成 す る 材
料 の ガ ラ ス 転 移 温 度 の う ち 最 も 低 い ガ ラ ス 転 移 温 度 未 満 の 温 度 ま で 加 熱 さ れ 、 例 え ば 室 温
よ り も 高 く １ ２ ０ ℃ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 予 め 熱 し て お く こ と に よ
っ て 、 短 絡 に よ る 発 熱 量 が 小 で あ る 場 合 で あ っ て も 、 成 膜 材 料 ガ ス の 熱 分 解 反 応 を 長 時 間
に 亘 っ て 続 け る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 製 造 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
１ 　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル
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２ 　 基 板
３ 　 第 １ 表 示 電 極
４ 　 有 機 機 能 層
５ 　 第 ２ 表 示 電 極
６ 　 封 止 膜
７ 　 欠 陥 部
８ 　 薄 膜 片

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(8) JP 2006-164542 A 2006.6.22



专利名称(译) 有机电致发光显示面板及其制造方法

公开(公告)号 JP2006164542A 公开(公告)日 2006-06-22

申请号 JP2004349646 申请日 2004-12-02

[标]申请(专利权)人(译) 日本先锋公司

申请(专利权)人(译) 先锋公司

[标]发明人 久保田広文

发明人 久保田 広文

IPC分类号 H05B33/10 H05B33/04 H01L51/50

FI分类号 H05B33/10 H05B33/04 H05B33/14.A G09F9/30.365 G09F9/30.365.Z H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB08 3K007/AB11 3K007/AB18 3K007/BB02 3K007/DB03 3K007/FA01 3K007/FA02 3K107
/AA01 3K107/BB01 3K107/CC21 3K107/CC23 3K107/CC29 3K107/CC45 3K107/EE48 3K107/FF04 
3K107/FF05 3K107/GG03 3K107/GG28 3K107/GG57 5C094/AA02 5C094/AA06 5C094/AA08 5C094
/AA16 5C094/AA25 5C094/AA32 5C094/AA37 5C094/AA38 5C094/AA42 5C094/AA43 5C094/AA53 
5C094/BA27 5C094/CA19 5C094/DA07 5C094/DA13 5C094/EA04 5C094/EB02 5C094/FB01 5C094
/FB02 5C094/FB12 5C094/GB10

代理人(译) 藤村元彦

其他公开文献 JP4538304B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种高度可靠的有机电致发光显示面板及其制造方
法。 [解决方案] 根据本发明的有机电致发光显示面板的制造方法，在基
板上形成有机电致发光元件，该有机电致发光元件包括具有发光层的有
机功能层以及将有机功能层夹在中间的第一和第二显示电极。 形成用于
密封有机电致发光元件的密封膜的步骤，以及在形成密封膜的步骤之
后，在可热解膜形成材料的气体气氛下，有机电致发光元件。 并且在第
一和第二显示电极之间施加电压。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f33fd1e8-b796-4ead-9ca9-e5035e4c69e4
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036666330/publication/JP2006164542A?q=JP2006164542A

